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 2019 年 10 月現在における、日経平均株価採用

















































 黄金比とは『ひとつの形態を構成する 2 つの要素
の間に認められる、特別な比率』[8] を指す。黄金比
は一般に優れて美しい比率とされ、そのアスペクト
比は 1:(1+√5 )/2≒1:1.618 である。 
 白銀比とは『日本人に最も人気がある比』[4]とい

















表 1: ロゴの個数と平均アスペクト比 
 
 
















全体の 5%、白銀比の値を満たすものは 30 個(社)で






図 1:ロゴの特徴的な部分(例 1) 
 
 
図 2:ロゴの特徴的な部分(例 2) 
 
 図 1 はシンボルの一部に白銀比が検出された場合
であり、この場合は白銀比が存在するとみなす。 



















るものの個数の 2 倍であることが読み取れる。 
 黄金比と白銀比の存在する比率は「1:3」であり、




ロゴのおおよそ 5 個中に 1 個の割合で黄金比または
白銀比が確認できることになる。 
 
図 3: シンボルに存在する黄金比・白銀比の例 
 

























ったものは 75 個で全体の 40%、G の値が最も高か
ったものは 18 個で 10%、B の値が最も高かったも
のは 86 個で 46%、RGB の値がどれも同じだったも
のは 7 個で 4%という結果となった。赤チャンネル、
青チャンネルの値が最も高いロゴがそれぞれ 4 割超
を占めている。 
 次に RGB の相関関係について見ていく。表 4 よ
り、G と B に極めて強い相関が見られた。そこで R
と G、R と B、G と B における散布図を作成した。 
 
表 4: RGB の相関関係 
 
 
 図 4 は横軸が G、縦軸が R、図 5 は横軸が B、縦
軸が R、図 6 は横軸が G、縦軸が B となっている。
図 6 においては、一次関数的に点が分布しているこ
とが読み取れる。図 6 を詳しく見ると、G よりも B
の値の方がわずかに大きい点が多く分布しているこ
とがわかる。表 4 の相関関係と図 6 の散布図より、







図 4: R と G における散布図 
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図 5: R と B における散布図 
 
 
図 6: G と B における散布図 
 
 





 銘柄別における RGB の中で最も高い値が R であ
る銘柄の数は 15 個、G である銘柄の数は 2 個(社)、
B である銘柄の数は 18 個(社)となった。企業ロゴの
個数が 10 以上の銘柄に着目したところ、「食品」に
おける RGB の中で最も高い値が R である割合は
73%となった。これは「食品」における企業ロゴの
配色は、赤チャンネルの要素が高いケースが多いと
いえる。他にも「機械」は B である割合が 64%、「化














表 5: 銘柄別の個数と RGB 
 








































 企業ロゴの色を構成する RGB について分析を行
ったところ、RGB の中で最も高い値を示したものが



































図 7: 最初の 1 文字に黄金比・白銀比が存在する例
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で最も高い値を示すチャンネルに偏りがあることが
わかった。「食品」において赤チャンネルを主とした
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